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「
現
代
美
術
の
ハ
ー
ド
コ
ア
は
じ
つ
は
世
界
の
宝
で
あ
る
展

ヤ
ゲ
オ
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」

ゲ
ルハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
二
作
品
に
つ
い
て

浅
沼
敬
子

会
期
：
二
〇
一
四
年
六
月
二
十
日
│
八
月
二
十
四
日　

会
場
：
美
術
館
企
画
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹇
一
階
﹈＋
前
庭

　

今
回
開
催
さ
れ
る
ヤ
ゲ
オ
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
は
、
六
点
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
作
品
が
展

示
さ
れ
る
。
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
画
家
は
、
一
九
三
二
年
、
ナ
チ
ス（
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ

労
働
者
党
）が
政
権
を
掌
握
す
る
前
年
に
ド
レ
ス
デ
ン
に
生
ま
れ
、
画
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
、
ド
イ

ツ
分
断
期
の
東
ド
イ
ツ（
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
）で
開
始
し
た（
一
九
六
一
年
に
西
ド
イ
ツ
へ
移
住
）。
本
稿

で
は
、
こ
う
し
た
リ
ヒ
タ
ー
の
生
い
立
ち
と
深
く
結
び
つ
い
た
展
示
作
品
と
し
て
、
リ
ヒ
タ
ー
の
叔
母

で
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
安
楽
死
政
策
の
犠
牲
者
を
描
い
た《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》と
、
ド
イ
ツ
民
主
共

和
国
の
消
滅
し
た
一
九
九
〇
年
に
制
作
さ
れ
た《
抽
象
絵
画
》を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

 1　
《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》

　
《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》﹇
図
1
﹈に
は
、
元
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
当
時
生
後
四
カ
月
だ
っ
た
と
い
う
リ

ヒ
タ
ー
と
、
十
四
歳
だ
っ
た
リ
ヒ
タ
ー
の
叔
母（
母
の
妹
）マ
リ
ア
ン
ネ
・
シ
ェ
ー
ン
フ
ェ
ル
ダ
ー
が
描
か

れ
て
い
る（
ユ
ル
ゲ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
の『
ド
イ
ツ
が
生
ん
だ
画
家
』で
は
、
撮
影
年
は
一
九
三
二
年
六
月
で
あ

る
）。
こ
の
と
き
ま
だ
女
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
マ
リ
ア
ン
ネ
は
、
六
年
後
の
一
九
三
八
年
、
当
時
診
療
を

受
け
て
い
た
医
師
か
ら
統
合
失
調
症
の
診
断
を
下
さ
れ
、
ド
レ
ス
デ
ン
近
郊
に
あ
る
ア
ル
ン
ス
ド
ル
フ

の
精
神
病
院
に
隔
離
さ
れ
た
。
こ
の
ア
ル
ン
ス
ド
ル
フ
の
施
設
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
時
代
そ
の
安
楽

死
政
策
の
一
拠
点
と
な
っ
た
病
院
で
、
こ
こ
で
治
る
見
込
み
無
し
と
判
断
さ
れ
た
患
者
は
、
同
じ
ザ

ク
セ
ン
に
設
置
さ
れ
た「
殺
人
施
設
」ピ
ル
ナ
・
ゾ
ン
ネ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
等
に
送
ら
れ
た
。
マ
リ
ア
ン
ネ
は

（
途
中
で
別
の
施
設
に
移
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
）こ
こ
で
数
年
過
ご
し
た
後
、
一
九
四
三
年
に
や
は
り
ド
レ

ス
デ
ン
に
近
い
グ
ロ
ー
ス
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ッ
ツ
の
施
設
に
移
さ
れ
、
一
九
四
五
年
二
月
十
六
日
、
強
制

的
に
餓
死「
さ
せ
ら
れ
」て
い
る
。

　

マ
リ
ア
ン
ネ
は
優
生
学
に
基
づ
く
当
時
の
法
律
に
従
っ
て
、
ア
ル
ン
ス
ド
ル
フ
に
移
さ
れ
た
一
九
三

八
年
に
不
妊
手
術
を
受
け
て
い
る
。
当
地
の
不
妊
手
術
を
請
け
負
っ
て
い
た
一
施
設
が
ド
レ
ス
デ
ン

の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
シ
ュ
タ
ッ
ト
婦
人
科
病
院
で
あ
り
、
後
に
リ
ヒ
タ
ー
の
義
父
と
な
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
オ

イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
が
そ
の
長
を
務
め
て
い
た
。
マ
リ
ア
ン
ネ
も
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
病
院
で
手
術
を
受
け

る
は
ず
だ
っ
た
が
、手
術
が
予
定
さ
れ
る
度
に
病
気
と
な
り
、
ド
レ
ス
デ
ン
に
送
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
彼
女
は
ア
ル
ン
ス
ド
ル
フ
で
手
術
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

　

既
出
の
ユ
ル
ゲ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
の
著
作
は
、
概
ね
、
加
害
者
と
犠
牲
者
の
対
立
軸
に
沿
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
加
害
者
が
婦
人
科
医
の
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
、
犠
牲
者
が
マ
リ
ア
ン
ネ
で
あ
る（
い
う
ま

で
も
な
く
、
ふ
た
り
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
一
九
五
七
年
に
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
娘
と
結
婚
し
た
リ
ヒ
タ
ー
で
あ

る
）。
産
科
・
婦
人
科
医
療
の
権
威
だ
っ
た
師
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ザ
イ
ツ
か
ら
優
生
学
思
想
を
叩
き
こ

ま
れ
た
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
は
、
一
九
三
五
年
、
ナ
チ
の
親
衛
隊
入
隊
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
ド
レ
ス
デ

ン
で
の
病
院
長
の
職
を
得
る
。
院
長
と
し
て
ナ
チ
ス
の
優
生
政
策
の
一
翼
を
担
い
、
数
百
も
の
不
妊

手
術
を
請
け
負
う
一
方
、
親
衛
隊
内
部
で
も
昇
進
を
つ
づ
け
、
中
佐
に
ま
で
昇
っ
た
。

　

今
回
展
示
さ
れ
る《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》と
、
意
味
的
に
関
連
す
る
リ
ヒ
タ
ー
作
品
は
数
多
い
。
有

名
な
作
品
で
は
、
一
九
四
四
年
に
戦
死
し
た
マ
リ
ア
ン
ネ
の
兄（
リ
ヒ
タ
ー
の
叔
父
）
を
描
い
た《
ル

デ
ィ
叔
父
さ
ん
》（
一
九
六
五
年
）や
、
ナ
チ
の
安
楽
死
政
策
の
主
導
者
を
描
い
た《
ハ
イ
デ
氏
》（
一
九

六
五
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
の
対
立
軸
に
従
う
と
、
こ
の
作
品
と
最

も
鮮
烈
な
対
照
を
な
す
の
は
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
を
描
い
た
作
品
、
な
か
で
も
元
の
写
真
が
一
九
三
六

年
に
撮
影
さ
れ
た（
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
・
エ
ル
ガ
ー
編
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
で
は
一
九
三
八
年
頃
）《
海
辺
の
家

族
》（
一
九
六
四
年
、
図
2
）と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
画
面
中
央
の
女
性
の
後
ろ
で
、
皆
を

両
腕
で
囲
い
込
む
よ
う
に
立
つ
男
が
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
で
あ
る
。
彼
ら
は
皆
笑
っ
て

い
る
が
、
同
時
に
こ
の
作
品
に
は
、
リ
ヒ
タ
ー
の
筆
跡
が
目
立
つ
た
め
、「
写
真
的
に
」見
る
べ
き
か

「
絵
画
的
に
」見
る
べ
き
か
、
観
る
側
は
戸
惑
っ
て
し
ま
う
。
制
作
当
時
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
過
去
を

知
ら
な
か
っ
た
リ
ヒ
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
こ
の
描
き
方
も
、
画
法
探
究
の
所
産
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
筆
跡
と
、
細
部
の
省
略
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
画
面
の
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

（
特
に
顔
に
落
ち
か
か
る
黒
い
影
）は
、
こ
の
作
品
が
持
つ
二
面
性

│
幸
福
な「
家
族
」の
姿
と
、
そ
の

奥
に
隠
さ
れ
た
犯
罪

│
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
な
ら
な
い（
実
際
に
は
、
画
面
中
央
の
女

性
と
右
側
の
男
の
子
は
、
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
患
者
と
そ
の
息
子
で
あ
っ
て
、
オ
イ
フ
ィ
ン
ガ
ー
の
家
族
で
は
な
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参
照
し
て
き
た
ユ
ル
ゲ
ン
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
の
著
作
は
、
こ
の
作
品
が
リ
ヒ
タ
ー
の
個
人
史
に
と
っ
て
、

彼
の
他
の
諸
作
品
の
理
解
に
あ
た
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
の
み

な
ら
ず
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
所
長
の
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
・
エ
ル
ガ
ー
氏
に
よ
る
と
、
同

書
の
舞
台
が
ド
レ
ス
デ
ン
と
そ
の
近
郊
で
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
同
書
の
記
述
は
、

一
九
四
五
年
二
月
十
三
日
に
開
始
し
た
ド
レ
ス
デ
ン
大
空
襲
に
は
じ
ま
る（
マ
リ
ア
ン
ネ
の
亡
く
な
っ
た

同
十
六
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
市
街
で
は
ま
だ
火
煙
が
上
が
っ
て
い
た
）。
こ
の
歴
史
的
悲
劇
は
、
近
郊
の
ヴ
ァ
ル

タ
ー
ス
ド
ル
フ
に
い
た
少
年
リ
ヒ
タ
ー
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
戦
闘
機
の
フ
ォ
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
は
じ
め
後
の
彼
の
多
く
の
絵
画
作
品
の
淵
源
と
な
っ
た
。
同
書
は
そ
の
後
、
マ
リ
ア
ン
ネ
と
オ
イ

フ
ィ
ン
ガ
ー
の
生
涯
を
辿
り
つ
つ
、
ナ
チ
の
安
楽
死
政
策
を
遂
行
し
た
ザ
ク
セ
ン
州
の
人
的
、
機
関
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
自
身
歴
史
学
者
で
あ
り
、
ナ
チ
の
優
生
学
思
想
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
施
設
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
ド
レ
ス
デ
ン
の
衛
生
博
物
館
で
の
勤
務
経
験
も
あ
っ
た
ロ
ー
ト
が
、
同

作
の
ド
レ
ス
デ
ン
へ
の
招
致
に
熱
心
に
動
い
た
の
も
無
理
は
な
い
。

  2　
《
抽
象
絵
画
》

　

今
回
の
ヤ
ゲ
オ
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
出
展
作
品
中
、
私
が
最
も
関
心
を
持
っ
た
リ
ヒ
タ
ー
作
品

が
、《
抽
象
絵
画
》（
一
九
九
〇
年
、
図
3
）で
あ
る
。
と
い
う
の
も
こ
の
作
品
が
、
ド
イ
ツ
赤
軍
メ
ン
バ
ー

の
死
を
描
い
た
リ
ヒ
タ
ー
の
大
作《
一
九
七
七
年
十
月
十
八
日
》（
一
九
八
八
年
）の
後
続
作
品
と
さ
れ

い
）。
な
お
、
こ
の
作
品
は
、
以
前
は
ハ
ン
ス
・
グ
ロ
ー
テ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
貸
与
作
品
と
し
て

ボ
ン
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
ズ
ィ
ル
フ
ィ
ア
＆
ウ
ル
リ
ヒ
・
シ
ュ
ト
レ
ー
ア
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
所
有
と
な
り
、
常
設
の
展
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》
は
、
二
〇
〇

七
年
三
月
か
ら
二
〇
一
二
年
十
二
月

ま
で
、
ヤ
ゲ
オ
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
の
貸
与
作
品
と
し
て
、
ド
レ
ス
デ
ン

の
国
立
美
術
館
に
特
別
展
示
さ
れ
て

い
た
。
私
自
身
、
同
作
を
最
初
に
実

見
し
た
の
は
ド
レ
ス
デ
ン
で
で
あ
る
。

作
品
が
孕
む
重
い
歴
史
を
意
識
し

て
行
っ
た
か
ら
か
、
実
際
に
受
け
る

印
象
は
意
外
に「
軽
か
っ
た
」の
を
覚

え
て
い
る
。《
海
辺
の
家
族
》
と
違
っ

て
、《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》に
は
、
筆
跡

を
消
す
ぼ
か
し
の
手
法
が
使
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
作
品
に
限
っ
て
言
え
ば
、

そ
れ
に
よ
っ
て
写
真
の
持
つ
奥
行
き

や
過
去
の
確
実
性
が
ぼ
や
か
さ
れ
る

と
同
時
に
、
絵
画
の
持
つ
存
在
感
も

薄
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な

印
象
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

同
作
の
ド
レ
ス
デ
ン
へ
の
貸
与
に

尽
力
し
た
の
は
、
当
時
ド
レ
ス
デ
ン

国
立
美
術
館
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
で
あ
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ロ
ー

ト
で
あ
っ
た
。《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》

が
ナ
チ
の
安
楽
死
政
策
の
犠
牲
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
以
前
か
ら
ち
ら
ほ

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
本
稿
で

図1  ゲルハルト・リヒター《叔母マリアンネ》1965年  

油彩・キャンバス  100×115cm  ヤゲオ財団蔵
Mr. Pierre T.M. Chen and Yageo Foundation, Taipeh

© Gerhard Richter, 2014

図2  ゲルハルト・リヒター《海辺の家族》1964年  油彩・キャンバス  150×200cm  

ズィルフィア&ウルリヒ・シュトレーア・コレクション（ドイツ、ダルムシュタット）
Photo: Kunstmuseum Bonn - Reni Hansen  

Collection Sylvia und Ulrich Ströher, Darmstadt (Germany)

© Gerhard Richter, 2014

図3  ゲルハルト・リヒター《抽象絵画》1990年  

油彩・キャンバス  225×200cm  ヤゲオ財団蔵  

Mr. Pierre T.M. Chen and Yageo Foundation, Taipeh

© Gerhard Richter, 2014
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る《
十
一
月
》、《
十
二
月
》、《
一

月
》（
一
九
八
九
年
）
を
、
サ
イ
ズ

は
違
う
も
の
の
形
式
的
、
手
法

的
に
も
、
ま
た
制
作
時
期
か
ら
し

て
も
、
受
け
継
い
だ
作
例
と
い
え

る
か
ら
で
あ
る
。

　
《
一
九
七
七
年
十
月
十
八
日
》

（
以
後「
十
月
連
作
」
あ
る
い
は「
連

作
」
と
略
称
す
る
）は
、
白
黒
で
描

か
れ
た
十
五
枚
の
連
作
で
、《
叔

母
マ
リ
ア
ン
ネ
》
と
同
じ
白
黒
の

「
フ
ォ
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
の

手
法
で
描
か
れ
て
い
る
。
字
数

の
都
合
上
各
作
品
の
説
明
は
省

略
す
る
が
、
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ

た
一
九
七
七
年
十
月
十
八
日
、

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
・
シ
ュ
タ

ム
ハ
イ
ム
の
重
警
備
刑
務
所
で

起
こ
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の「
自
殺
」と
、
そ
の
前
史
が
こ
の
作
品
の
直
接
的
主
題
で
あ
る
。
図
版
の

《
埋
葬
》﹇
図
4
﹈
は
、
こ
の
と
き
死
ん
だ
ド
イ
ツ
赤
軍
幹
部
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ー
ダ
ー
、
グ
ド
ル
ン
・

エ
ン
ス
リ
ン
、
ヤ
ン=

カ
ー
ル
・
ラ
ス
ペ
ら
三
人
の
遺
体
が
、
同
二
十
七
日
、
群
衆
に
囲
ま
れ
て
、
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
墓
地
に
運
ば
れ
る
場
面
を
描
い
た
、
連
作
中
最
大
の
作
品
で
あ
る
。

　

事
件
か
ら
半
年
ほ
ど
遡
る
同
年
四
月
、
バ
ー
ダ
ー
、
エ
ン
ス
リ
ン
、
ラ
ス
ペ
は
終
身
刑
の
判
決
を
受

け
た
が
、
こ
の
決
定
は
赤
軍
側
を
刺
激
し
、
幹
部
の
釈
放
を
要
求
す
る
赤
軍
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
誘
拐

や
殺
人
が
相
次
い
だ
。
九
月
五
日
、
ド
イ
ツ
経
営
者
連
盟
会
長
だ
っ
た
ハ
ン
ス=

マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
ラ

イ
ヤ
ー
が
誘
拐
さ
れ
、
十
月
十
三
日
に
は
マ
リ
ョ
ル
カ
を
出
発
し
た
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
機
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

事
件
が
起
こ
る
。
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
機
は
、
燃
料
補
給
の
た
め
各
空
港
を
転
々
と
し
た
が
、
ソ
マ
リ
ア
の

モ
ガ
デ
ィ
シ
オ
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
の
特
殊
部
隊
の
突
入
を
受
け
、
攻
防
の
末
、

乗
客
全
員
が
解
放
さ
れ
た
。
そ
の「
快
挙
」が
深
夜
ラ
ジ
オ
等
で
放
送
さ
れ
た
一
九
七
七
年
十
月
十
八

日
朝
、
バ
ー
ダ
ー
ら
の
死
が
発
見
さ
れ
、
シ
ュ
ラ
イ
ヤ
ー
は
殺
害
さ
れ
た
。

　

十
月
連
作
は
、
一
九
八
八
年
末
に
完
成
し
、
一
九
八
九
年
二
月
に
各
地
へ
の
巡
回
を
開
始
し
た
。

事
件
か
ら
十
年
以
上
経
過
し
て
い
た
と
は
い
え
、
連
作
の
巡
回
展
示
は
話
題
を
呼
び（
特
に
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
ポ
ル
テ
ィ
ク
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
）、
新
聞
雑
誌
が
書
き
た
て
た
。
当
時
の
記
事
は
ま
と
め

て『
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー「
一
九
七
七
年
十
月
十
八
日
」に
関
す
る
新
聞
雑
誌
報
道
』に
収
載
さ
れ

た
が
、
そ
こ
で
の
話
題
の
ひ
と
つ
は
、
こ
の「
現
代
の
歴
史
画
」
が
誰
に
よ
っ
て
買
わ
れ
、
ど
こ
に
展

示
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
リ
ヒ
タ
ー
本
人
が
、
十
五
枚
揃
っ
て
、
公
的
な
場
で
展
示

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
た
め
、
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
所
有
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
条
件
を
満
た
す

美
術
館（
博
物
館
）は
ど
こ
か
、
各
紙（
誌
）は
そ
れ
ぞ
れ
に「
推
測
」し
た
わ
け
で
あ
る
。
交
渉
の
テ
ー

ブ
ル
に
つ
い
た
の
は
一
九
九
〇
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
だ
っ
た（
実
際
の
開
館
は
一
九
九
一
年
）フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
現
代
美
術
館
で
、
リ
ヒ
タ
ー
自
身
も
了
承
し
て
い
た
が
、
同
館
の
後
援
団
体
で
あ
っ
た
ド
レ

ス
ナ
ー
銀
行
か
ら
待
っ
た
が
か
か
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
七
年
当
時
、
政
治
経
済
界
の「
大

物
」
が
次
々
に
ド
イ
ツ
赤
軍
の
標
的
と
な
る
中
、
七
月
三
十
日
に
殺
害
さ
れ
た
ユ
ル
ゲ
ン
・
ポ
ン
ト

は
、
ド
レ
ス
ナ
ー
銀
行
の
頭
取
を
務
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
連
作
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
現
代
美

術
館
に「（
十
年
の
期
限
付
き
の
）貸
与
作
品
」
と
し
て
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
大
き
く
話

題
と
な
っ
た
一
九
九
五
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
の
購
入
に
よ
っ
て
、
そ
の
落
ち
着
き
先
が

決
ま
っ
た
。

　

連
作
完
成
直
後
の
一
九
八
九
年
と
い
う
年
は
、
リ
ヒ
タ
ー
に
と
っ
て
、
か
な
り「
重
い
」年
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
個
人
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
連
作
の
巡
回
や
そ
れ
を
巡
る
騒
動
、
展
示
の
準
備
が
あ
っ
た
。
政

治
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
言
え
ば
こ
の
年
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
年
で
あ
る
。
ナ
チ
ズ

ム
と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
共
産
主
義
と
い
う「
二
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
・
エ
ル
ガ
ー
）

を
経
験
し
て
き
た
リ
ヒ
タ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
年
は
い
わ
ば「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
」の
年
で
あ
っ
た
。

画
家
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」を
激
し
く
拒
絶
し
て
き
た
が
、
同
時
に
そ

れ
は
、
彼
が
こ
の
概
念
に
一
貫
し
て
こ
だ
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
本
稿
で
取
り
上

げ
た《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》
や《
海
辺
の
家
族
》、《
ハ
イ
デ
氏
》
と
い
っ
た
作
品
は
、
本
人
が
明
確
に
意

識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
犠
牲
者
と
加
害
者
の
絵
画
化
に
よ
っ
て
ナ
チ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
い
う
主
題
に「
肉
付
け
」し
よ
う
と
し
た
、
リ
ヒ
タ
ー
の
追
求
の
所
産
と
も
い
え
る
。
今
回
、
ヤ

ゲ
オ
財
団
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら《
毛
沢
東
》（
一
九
七
一
年
）も
出
展
さ
れ
る
が
、
リ
ヒ
タ
ー
が
こ
の
人
物

を
た
び
た
び
取
り
上
げ
る
の
も
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
関
心
ゆ
え
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
既
述
の
よ

う
に
十
月
連
作
は
、
極
左
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
身
を
投
じ
て「
自
殺
」に
至
っ
た
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
顛

末
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
リ
ヒ
タ
ー
自
身
語
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
失

図4  ゲルハルト・リヒター《埋葬》1988年  油彩・キャンバス  200×320cm  ニューヨーク近代美術館蔵
The Sidney and Harriet Janis Collection, gift of Philip Johnson, and acquired through the Lillie 

P. Bliss Bequest (all by exchange); Enid A. Haupt Fund; Nina and Gordon Bunshaft Bequest 

Fund; and gift of Emily Rauh Pulitzer. 169.1995.o © 2014. Digital image, The Museum of 

Modern Art, New York/Scala, Florence　© Gerhard Richter, 2014



5 │  Newsletter of The National Museum of Modern Art, Tokyo [June-July 2014]

敗
し
た
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
絵
画
化
と
い
う
課
題
を
受
け
継
い
だ
作
品
で
も
あ
る
。
何
層
に
も
わ
た
っ
て

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
概
念
に
関
与
す
る
こ
の
作
品
の
完
成
が
、
画
家
の
中
で
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国

の
終
焉
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
、
そ
の
終
焉
が
画
家
に
と
っ
て
大
き
な「
喪
失
」で
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

一
九
八
九
年
の
連
作
の
巡
回
先
の
ひ
と
つ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ボ
イ
マ
ン
ス
・
フ
ァ
ン
・

ベ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
美
術
館
で
あ
っ
た
。
先
行
す
る
ク
レ
ー
フ
ェ
ル
ト
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
の
展
示
と
異

な
っ
て
、
こ
の
展
覧
会
に
は
、
中
心
が
連
作
だ
っ
た
と
は
い
え
多
く
の
抽
象
画
が
並
ん
だ（
そ
も
そ
も
、

十
月
連
作
の
う
ち
特
に《
埋
葬
》は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
リ
ヒ
タ
ー
が
つ
づ
け
て
き
た
抽
象
作
品
制
作
の
産
物
で
あ

り
、
抽
象
、
具
象
の
区
別
が
つ
か
な
い
）。
同
出
展
作
品
の
中
に
は
、
一
九
七
七
年
十
月
十
八
日
の
朝
、
独

房
内
で
、
首
を
吊
っ
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
グ
ド
ル
ン
・
エ
ン
ス
リ
ン
を
描
い
た
フ
ォ
ト
・
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
を
上
塗
り
し
た《
覆
い
》（
一
九
八
八
年
）も
含
ま
れ
る
。
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
・
エ
ル
ガ
ー
の『
画
家
、
ゲ

ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
』に
よ
る
と
、
連
作
は
、一
九
八
八
年
十
二
月
七
日
時
点
で
十
八
枚
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
、
首
を
吊
っ
た
エ
ン
ス
リ
ン
、
バ
ー
ダ
ー
の
死
体
、
ホ
ル
ガ
ー
・
マ
イ
ン
ス
の
死
体
の
三
枚
が
上

塗
り
さ
れ
て
抽
象
画
に
変
え
ら
れ
、
十
五
枚
と
な
っ
た
。《
覆
い
》
は
こ
の
と
き
上
塗
り
さ
れ
た
一
枚

で
、
従
っ
て
、
抽
象
画
で
あ
る
と
同
時
に
死
体
像
を
内
包
し
て
い
る（
こ
れ
は
、
絵
を
実
見
す
る
と
す
ぐ

わ
か
る
）。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
展
示
作
品
に
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
十
月
連
作
に
つ
づ
い
て
展
示
さ
れ
、

エ
ル
ガ
ー
が
連
作
の
後
続
作
品
と
み
な
す《
十
一
月
》、《
十
二
月
》、《
一
月
》の
抽
象
三
作
も
含
ま
れ

て
い
た
。
激
し
い
線
条
や
薄
い
塗
り
重
ね
等
の
奥
に
黒
い
影
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
れ

ら
の
作
品
は
、リ
ヒ
タ
ー
が
当
時
数
多
く
制
作
し
て
い
た
抽
象
作
品
と
同
じ
く
、連
作
を
補
填
し
、「
引

き
ず
り
」、
さ
ら
に
は
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
た
め
の「
リ
ハ
ビ
リ
」的
意
味
合
い
を
も
持
つ
作
例
で

あ
っ
た
と
私
は
思
う
。

　

今
回
展
示
さ
れ
る《
抽
象
絵
画
》
の
画
像
に
私
が
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品
が
、
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
の
展
示
作
品
を
彷
彿
と
さ
せ
た
か
ら
だ
。
激
し
い
線
条
や
筆
跡
、
削
り
取
り
。
表
面
上
は
白

と
赤
が
目
立
つ
と
は
い
え
、《
覆
い
》と
同
じ
く
、
白
の
上
塗
り
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
か
ら
黒
い
画
層
が

透
け
て
見
え
る
作
品
。
喪
失
の
傷
は
な
お
癒
え
て
い
な
い
…
…
そ
う
い
う
想
念
を
抱
か
せ
る
作
品

で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

具
象
的
作
例
で
あ
る《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》で
あ
れ
、
抽
象
的
作
例
で
あ
る《
抽
象
絵
画
》で
あ
れ
、

リ
ヒ
タ
ー
作
品
の
面
白
さ
は
、
目
に
見
え
な
い
部
分
に
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

不
可
視
の
層
を
、
政
治
的
、
あ
る
い
は
画
家
の
個
人
的
背
景
に
限
定
し
た
。
画
家
自
身
の
は
ぐ
ら
か
し

も
あ
り
、
こ
う
し
た
、
画
面
に
暗
示
さ
れ
る
政
治
的
、
個
人
的「
意
味
」の
掘
り
起
こ
し
作
業
は
難
航

し
て
き
た
が
、
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
の
調
査
に
よ
っ
て《
叔
母
マ
リ
ア
ン
ネ
》や
そ
の
関
連
作
品
に
新
た
な
光

が
当
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
今
後
リ
ヒ
タ
ー
作
品
の「
不
可
視
の
部
分
」の
解
明
が
進
ん
で
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
北
海
道
大
学
准
教
授
芸
術
学
）

註本
文
中
で
言
及
し
た
文
献
情
報
は
、
以
下
の
通
り（
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
、
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
は
省
略
）。
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ま
た
、
文
章
の
一
部
に
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
所
長
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
・
エ
ル
ガ
ー
氏
か

ら
の
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
謝
し
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。

後
記　

本
展
の
出
品
作
は
、
す
べ
て
ヤ
ゲ
オ
財
団
の
所
蔵
で
あ
る
。
そ
の
財
団
を
率
い
て
い
る
の
は
、

台
湾
に
あ
る
世
界
屈
指
の
パ
ッ
シ
ヴ
・
メ
ー
カ
ー
、
ヤ
ゲ
オ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
C
E
O
ピ
エ
ー

ル
・
チ
ェ
ン
氏
。
彼
は
、
こ
こ
二
年
間
ほ
ど
、
雑
誌『A

R
T

n
e
w

s

』で
、
世
界
ト
ッ
プ
10
の
コ
レ
ク
タ
ー

の
ひ
と
り
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ノ
ー
、
ピ
ノ
ー
、
ブ
ロ
ー
ド
、
カ
タ
ー
ル
の
王
女
と
い
っ
た

「
巨
人
た
ち
」と
並
ん
で
、
だ
。
そ
う
し
た
コ
レ
ク
タ
ー
と
協
働
す
る
以
上
、
本
展
で
は
経
済
を
無
視
で

き
な
い
。
だ
か
ら
会
場
の
章
解
説
に
は
、
美
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
文
化
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ふ

た
つ
を
用
意
し
た
。
マ
ク
ロ
な
視
点
に
立
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
本
来
美
術
展
で
あ
れ
ば
、
ミ
ク

ロ
の
視
点
も（
あ
る
い
は
ふ
た
つ
を
つ
な
ご
う
と
す
る
視
点
も
）必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
ゲ
ル
ハ

ル
ト
・
リ
ヒ
タ
ー
の
作
品
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
巨
人
を
長
く
研
究
さ
れ
て
い
る
浅
沼
敬
子

氏
に
執
筆
を
依
頼
し
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
と
い
う
の
は
表
層
的
な
名
作
展
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ

が
、
今
回
は
、
彼
女
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
照
射
さ
れ
る
こ
と
で
、（
ま
さ
に
リ
ヒ
タ
ー
の
作
品
と
同
じ
よ
う

に
！
）見
え
な
か
っ
た
層
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

（
美
術
課
主
任
研
究
員
保
坂
健
二
朗
）


